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研究業績・研究活動 概要 

 

氏名： 江崎 浩 (えさき ひろし)  

生年月日： 1963 年 1 月 18 日(４６歳) 

学位： 博士(工学) 1998 年 2 月 東京大学 大学院 工学研究科  

 

研究業績と研究活動の概要：  

1987 年、(株)東芝に入社、同社総合研究所において、次世代広帯域データ通信技術であ

る ATM(Asynchronous Transfer Mode)技術に関するシステム制御技術の研究開発に従事。 

1990 年から 2 年間米国ニュージャージ州ベルコア社において客員研究員、1994 年から 2

年間米国ニューヨーク市コロンビア大学 CTR(Center for Telecommunication Research)に

おいて客員研究員として高速インターネット技術の研究活動を行う。 1994 年、次世代イン

ターネットの基盤技術となるラベルスイッチ技術の提案を、インターネット技術の世界標

準を決める IETF(Internet Engineering Task Force)に世界に先駆けて行った(本技術の基

本特許も所有)。 同技術は、現在も IETF において機能拡張と新しい適用方法に関する標準

化作業が進めらており、現在も同技術の国際標準化ならびに研究開発システムや商用シス

テムへの導入と普及の促進に関して積極的な活動を展開している。  (株)東芝においては、

Chief Architect として、ラベルスイッチ技術を用いたネットワーク機器の研究開発におい

て中心的役割を果たし、米国法人の立ち上げにも深く関与した。  

1998 年 東京大学大型計算機センター(現 情報基盤センター)研究開発部助教授に就任、

学内ネットワークの設計運用に関与するとともに、次世代インターネット技術に関する研

究開発活動に従事した。2001 年 4 月より、現職(東京大学 大学院 情報理工学研究科 電子

情報学専攻 助教授)。  

1998 年 10 月に、産官学共同で推進されているインターネット技術に関する研究開発コ

ンソーシアムである WIDE プロジェクト ( 代表  慶應義塾大学  村井純教授 , 

http://www.wide.ad.jp) 運営協議委員に就任。 1998 年以降、WIDE プロジェクトで推進し

た、次世代インターネット技術(IP バージョン 6)に関する数多くの研究開発(KAME プロジ

ェクト、TAHI プロジェクト、USAGI プロジェクト、Nautilus プロジェクトなど)および

実証実験プロジェクト(JB プロジェクト)のとりまとめを行うとともに、国際的次世代イン

ターネットテストベッド基盤の構築を、国内外の学外組織と協力をしながら推進している。

2006 年に地球環境情報を共有利用する Live E!プロジェクトを設立、 2006 年にファシリ

ティーネットワーク相互接続コンソーシアム(FNIC)を設立、さらに 2008 年にグリーン東

大工学部プロジェクトを設立し、ICT 技術による地球環境への貢献を含むセンサ・ファシ

リティーシステムのオープン化を推進している。また、総務省および通信放送機構(現 独立

行政法人 情報通信研究機構)が運営する ジャパンギガビットネットワーク(JGN)のネット

ワーク運営委員を務めるとともに、JGN における IPv6 ネットワークの構築運用の責任者
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を勤めた。 そのほか、MPLS JAPAN 代表、IPv6 Forum IPv6 Ready Logo Program 

Committee議長、IPv6普及高度化推進協議会 専務理事、岡山県 IPv6コンソーシアム会長、

VoIP Forum 副理事長、NetWorld+Interop 東京プログラム委員会副議長、JEITA 無線 LAN

技術推進協議会 会長などを歴任している。 

 

主な現在の役職は以下の通り。 

- 東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授 

- WIDE プロジェクト運営協議委員 

- 総務省 情報通信審議会 専門委員  

- 経済産業省 産業構造審議会 専門委員  

- JPNIC(日本ネットワークインフォーメーションセンタ) 副理事長 

- 岡山県  IPv6 コンソーシアム 会長  

- IAJapan(日本インターネット協会) 評議委員 

- 分散 IX 研究会 主査 

- MPLS JAPAN 代表 

- Live E! 協議会 主査 

- グリーン東大工学部プロジェクト 主査 

- INTEROP 東京プログラム委員会 議長  

- 日本データセンター協会 理事 / 運営委員会委員長  

 

- ISOC(Internet Society) Board of Trustee (理事)  

- IPv6 Ready Logo Committee 議長 

- IPv6 Forum CTO Executive Committee Member  

- Asian Future Internet Initiative Steering Committee Vice Chair 

 

- (株) ユビテック 社外取締役  

- (株)ワイドリサーチ 社外取締役  

- (株) 東芝  技術顧問  

- (株) パナソニック電工 技術顧問  

- (株) まほろば工房 技術顧問  
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委員/役員等の概要 

 

[1] 学会関係  

- 電子情報通信学会 和文論文誌 B 編集委員 (2002 年から 2004 年)  

- 情報処理学会 学会誌 編集委員 (2002 年から 2004 年)  

- 電子情報通信学会 通信ソサイエティ インターネットアーキテクチャ研究会 委員長 

(2003 年より) 

- IEEE/IPSJ SAINT2005 Program Committee Co-Chair  

- IEEE/IPSJ SAINT2007 Organization Committee Co-Chair (2007 年) 

- インターネットコンファレンス プログラム委員長(2002 年-2004 年)  

- APAN IPv6 Task Force Co-Chair  

- iGrid2000 Yokohama Secretariat  

- 他、国内外のカンファレンス/シンポジュームのプログラム委員 多数。  

 

[2] 国際機関  

- ISOC (Internet Society) 理事(BoT; Board of Trustee)  

- IPv6 Forum IPv6 Ready Logo Committee Chair  

- IPv6 Forum CTO Executive Committee Member  

- Asian Future Internet Initiative Steering Committee Vice Chair  

 

[3] 官公庁関係  

- 文部科学省  

 特定領域研究 「情報学」専門委員会 委員  

- 総務省 

 情報通信審議会 情報通信政策部会 インターネット基盤委員会委員  

 ユビキタスネットワーク技術の将来展望に関する調査研究会 委員  

 次世代 IP インフラ研究会 委員  

 次世代 IP 網検討 ワーキンググループ 主査  

 その他 多数  

- 通商産業省 / 経済産業省 

 通商産業省 IT 政策懇談会 ワーキンググループ 主査  

 日中 IPv6 共同実証実験プロジェクト プロジェクトリーダ 

 その他 多数 

- 通信放送機構  

 ジャパンギガビットネットワーク 運営部会 委員  

 ギガビットネットワーク研究開発プロジェクト サブリーダ  
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 ギガビットネットワーク大手町 IPv6 システム運用技術開発センター長  

 ギガビットネットワーク幕張 IPv6 システム検証評価センター分室 長  

 ギガビットネットワーク利活用研究開発制度 評価委員  

 その他 多数  

- INTAP (情報処理相互運用技術協会)  

 インターネット技術調査委員会 委員長  

 情報家電安全性仕様検討技術委員会 委員長  

- 福岡県 ギガビット委員会 委員  

- 岡山県  IPv6 コンソーシアム 会長  

- 茨城県  IX 検討会 委員長  

- 千葉県  情報化推進懇談会 委員 

- 工学アカデミー  情報専門部会 IT アーキテクト育成方策 WG 委員 

- (財)医療情報システム開発センター  医療系 IPv6 調査検討委員会 委員  

- JPNIC(日本ネットワークインフォメーションセンター) 理事  

- IAJapan(日本インターネット協会) 評議委員 

- その他 多数  

 

[4] 協議会、コンソーシアム等 

- WIDE プロジェクト 運営委員  

- IPv6 普及高度化推進協議会 専務理事  

- 分散 IX 研究会 主査  

- MPLS JAPAN 代表  

- Live E! 協議会 主査  

- FNIC(Facility Networking Interoperability Consortium)協議会 主査  

- VoIP/SIP 相互接続性確立協議会 主査  

- 九州インターネットプロジェクト(QBP) WG 主査 

 

[5] 企業関係  

- (株)ワイドリサーチ 社外取締役  

- (株) 東芝  技術顧問  

- (株) パナソニック電工 技術顧問  

- (株) まほろば工房 技術顧問  
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(履歴) 

 

氏名： 江崎 浩 (えさき  ひろし)  

性別： 男 

生年月日： 1963 年(昭和 38 年) 1 月 18 日    

年齢： 満 46 歳  

本籍： 福岡県 筑後市 大字長 448 番地 

現住所： 〒215-0023   

         神奈川県 川崎市 麻生区 片平 2-13-16-511  

         TEL/FAX： 044-986-2010  

   Email : hiroshi@wide.ad.jp 

 

［学歴］  

   1975 年(昭和 50 年) 3 月  福岡県 筑後市立 二川小学校 卒業  

   1978 年(昭和 53 年) 3 月  福岡県 筑後市立 筑後中学校 卒業  

   1978 年(昭和 53 年) 4 月  福岡県立  八女高等学校 入学  

   1981 年(昭和 56 年) 3 月  福岡県立  八女高等学校 卒業  

   1981 年(昭和 56 年) 4 月  九州大学 工学部 電子工学科 入学  

   1985 年(昭和 60 年) 3 月  九州大学 工学部 電子工学科 卒業  

   1985 年(昭和 60 年) 4 月  九州大学 工学研究科 電子工学専攻 修士課程 入学  

   1987 年(昭和 62 年) 3 月  九州大学 工学研究科 電子工学専攻 修士課程 終了  

   1998 年(平成 10 年) 2 月  東京大学 工学部  博士号  授与  

 

［職歴］  

   1987 年(昭和 62 年) 4 月  株式会社 東芝 入社  

                   総合研究所  通信機器研究所  配属  

   1990 年(平成 2 年) 4 月   ベルコア社(米国、ニュージャージ州) 客員研究員  

   1991 年(平成 3 年) 10 月  株式会社 東芝  

                   研究開発センター  情報通信システム研究所  帰任  

   1994 年(平成 6 年) 7 月   コロンビア大学 CTR (米国、ニューヨーク市)  客員研究員  

 1996 年(平成 8 年) 4 月  株式会社  東芝  

               研究開発センター  情報通信システム研究所 帰任  

 1997 年(平成 9 年) 10 月  コンピュータネットワークプロダクト事業部  配属  

 1998 年(平成 10 年) 10 月 東京大学 大型計算機センター 研究開発部 助教授  

 1999 年(平成 11 年) 4 月 東京大学 情報基盤センタ 研究開発部 助教授  
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 1999 年(平成 11 年)  (株)ワイドリサーチ 社外取締役 (兼業)  

 1999 年(平成 11 年)  (株)アヴァブネットジャパン 社外取締役 (兼業)  

 2001年(平成 13年) 4月 東京大学 大学院 情報理工学系研究科 電子情報学専攻 助教授 

 2004 年(平成 16 年)  (株) IRI ユビテック(現 (株)ユビテック) 社外取締役(兼業)  

 2005 年(平成 17 年) 4 月東京大学 大学院 情報理工学系研究科 電子情報学専攻 教授 

 

 

［主な表彰］  

平成 6 年(1994 年) 3 月  電子情報通信学会 学術奨励賞  

  平成 9 年(1997 年) 3 月  電気通信普及財団  奨励賞  

  平成 10 年(1998 年) 3 月 日刊工業新聞社 平成 9 年度 十大製品 受賞  

  平成 15 年(2003 年) 3 月 通信放送機構 理事長表彰 (グループ受賞 グループリーダ) 

  平成 15 年(2003 年) 10 月 総務大臣表彰 (グループ受賞 グループリーダ)  

平成 16 年(2004 年) 5 月 平成 15 年度 情報処理学会 論文賞 (受賞予定) 

平成 16 年(2004 年) 6 月 総務大臣表彰 (グループ受賞 グループリーダ) 

平成 16 年(2004 年) 6 月 IPv6 Forum Internet Pioneer Award  

平成 18 年(2006 年) 6 月 IPv6 Forum Fellow  

平成 20 年(2008 年)4 月 船井情報科学振興財団 振興賞  
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                                 （研究歴） 

 

1987 年 4 月 (株)東芝 入社  

            総合研究所 通信機器研究所 配属  

            ATM 通信システムトラヒック制御の研究に従事  

1990 年 4 月～1991 年 9 月 

            ベルコア社(米国、ニュージャージ州) 客員研究員  

            高速インターネット技術の研究に従事  

1991 年 10 月～1994 年６月  

            (株)東芝  研究開発センター  情報通信システム研究所 帰任  

            ATM 技術を用いたインターネットアーキテクチャの研究に従事  

1994 年７月～1996 年３月  

            コロンビア大学 CTR(米国、ニューヨーク市) 客員研究員  

(1) モーバイルコンピューティングの研究に従事  

(2) 大規模リライアブルマルチキャストアーキテクチャの研究に従事 

(3) IETF への CSR(セルスイッチルータ)技術の提案活動に従事  

1996 年 4 月～1997 年 9 月  

            (株)東芝 研究開発センター 情報通信システム研究所  帰任  

            セルスイッチルータの標準化活動およびシステム開発を統括  

1997 年 10 月～1998 年 9 月 

            (株)東芝  コンピュータネットワークプロダクト事業部  

            ビジネス開発部  主任  

            セルスイッチルータの事業化推進 および 標準化活動に従事  

1998 年 10 月～2001 年 3 月 

     東京大学 大型計算機センター(現 情報基盤センター) 研究開発部 助教授  

     次世代インターネット技術に関する研究  

（1） IPv6 研究開発プロジェクト  

大阪大学など 7 大学、(株)日立製作所など 10 企業およびサイバー関

西プロジェクト との共同研究開発プロジェクト 

（2） ラベルスイッチ技術の研究開発プロジェクト 

大阪大学、(株)東芝、サイバー関西プロジェクトなど 7 大学 2 企業

1 コンソーシアムとの共同プロジェクト 

（3） JB プロジェクト (継続中) 

次世代インターネット基盤技術およびアプリケーションに関する

共同研究開発プロジェクト(WIDE プロジェクト、サイバー関西プ
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ロジェクト、ITRC プロジェクト) 。 

（4） KAME プロジェクト (継続中) 

3 大学、6 企業による、次世代インターネット基盤プロトコル(IPv6: 

IP version 6)の参照ソフトウェア(For BSD UNIX)の共同研究開発

プロジェクト 

（5） TAHI プロジェクト (継続中) 

1 大学、2 企業による、次世代インターネット基盤プロトコル(IPv6: 

IP version 6)の技術検証評価ソフトウェアツールの共同研究開発

プロジェクトおよびアプリケーションに関する研究開発プロジェ

クト 

（6） USAGI プロジェクト  

2 大学、7 企業による、次世代インターネット基盤プロトコル(IPv6: 

IP version 6)の参照ソフトウェア(For LINUX システム)の共同研

究開発プロジェクト 

 

2001 年 4 月 ～  

東京大学 大学院 情報理工学研究科 電子情報学専攻 助教授  

     次世代インターネット技術に関する研究(上記継続プロジェクトを除く) 

(1) 次世代 IX 研究会プロジェクト (代表) 

MPLS技術を用いた 次世代のインターネットイクスチェンジ(IXの

アーキテクチャの研究開発と実証実験を行う産官学の共同プロジェ

クト 

(2) MPLS－JAPAN (代表) 

MPLS 技術を用いた新しいインターネットの構築運用技術の研究開

発をオープンコンソーシアム形式で研究開発する 産学協同のプロ

ジェクト 

(3) Nautilus プロジェクト  

モバイル IP および NEMO(Network Mobility)技術の研究開発なら

びに実証実験を行うプロジェクト。 3 大学、6 企業が参加している。  

(4) TACA プロジェクト (プロジェクトリーダ) 

情報家電やビルディングオートメーション等、計算機資源に制限の

ある非コンピュータ機器をプラグアンドプレイにかつ安全に動作さ

せるためのアーキテクチャおよびプロトコルの研究開発を行い、さ

らに参照ソフトウェアの研究開発を行うプロジェクト。 2 大学、3

企業が参加している。  

(5) マルチホーミング技術 (プロジェクトリーダ) 
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安全で効率的なインターネット接続を実現するためのマルチホーミ

ングならびにマルチアドレス環境を実現するためのアーキテクチャ、

プロトコルならびに参照実装の研究開発を行うプロジェクト。 3 大

学、3 企業が参加している。  
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（主要研究業績） 

1 要約 

 1987 年、(株)東芝に入社、同社総合研究所において、次世代広帯域データ通信技術であ

る ATM(Asynchronous Transfer Mode)技術に関するシステム制御技術の研究開発に従事。 

1990 年から 2 年間米国ニュージャージ州ベルコア社において客員研究員、1994 年から 2

年間米国ニューヨーク市コロンビア大学 CTR(Center for Telecommunication Research)に

おいて客員研究員として高速インターネット技術の研究活動を行う。 1994 年、次世代イン

ターネットの基盤技術となるラベルスイッチ技術の提案を、インターネット技術の世界標

準を決める IETF(Internet Engineering Task Force)に世界に先駆けて行った(本技術の基

本特許も所有)。 同技術は、現在も IETF において機能拡張と新しい適用方法に関する標準

化作業が進めらており、現在も同技術の国際標準化ならびに研究開発システムや商用シス

テムへの導入と普及の促進に関して積極的な活動を展開している。  (株)東芝においては、

Chief Architect として、ラベルスイッチ技術を用いたネットワーク機器の研究開発におい

て中心的役割を果たし、米国法人の立ち上げにも深く関与した。  

1998 年 東京大学大型計算機センター(現 情報基盤センター)研究開発部助教授に就任、

学内ネットワークの設計運用に関与するとともに、次世代インターネット技術に関する研

究開発活動に従事した。2001 年 4 月より、現職(東京大学 大学院 情報理工学研究科 電子

情報学専攻 助教授)。  

1998 年 10 月に、産官学共同で推進されているインターネット技術に関する研究開発コ

ンソーシアムである WIDE プロジェクト ( 代表  慶應義塾大学  村井純教授 , 

http://www.wide.ad.jp) 運営協議委員に就任。 1998 年以降、WIDE プロジェクトで推進し

た、次世代インターネット技術(IP バージョン 6)に関する数多くの研究開発(KAME プロジ

ェクト、TAHI プロジェクト、USAGI プロジェクト、Nautilus プロジェクトなど)および

実証実験プロジェクト(JB プロジェクト)のとりまとめを行うとともに、国際的次世代イン

ターネットテストベッド基盤の構築を、国内外の学外組織と協力をしながら推進している。  

 

 

2 ATM システム技術の研究 

ATM(Asynchronous Transfer Mode)技術に関する制御技術に関する研究を行った。ATM

技術は、1980 年後半から検討された次世代の高速広域データリンクシステム技術の解とし

て 1990 年頃から研究開発が行われた。 ATM 技術が確立していく過程での、ATM システ

ムのアーキテクチャおよびトラヒック制御に関する先進的な研究開発を行った。 従来の 

次世代の電話システムとしてのアーキテクチャの研究ではなく、ATM 技術を計算機ネット

ワークに適用する場合のアーキテクチャの研究は、ATM-LAN のシステム設計および開発

に影響を与えた。 また、ATM システムにおける通信品質を提供するための新しいトラヒ
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ック制御技術(UPC を用いた輻輳制御、大規模化に適したコネクション受付制御、効果的な

経路制御)を研究した。 研究発表したトラヒック制御技術は、発表後も頻繁に参照されると

ともに、特に、UPC を用いた輻輳制御技術は ATM 技術の業界標準を決める ATM フォー

ラムにおいても議論の対象となった。 さらに、ATM 技術を用いたインターネット通信

(ATM 上での TCP/IP 通信)をエンドエンドで定量的に評価し、当時および将来におけるシ

ステムボトルネックを明らかにした。 

 

 

3 ラベルスイッチ技術の研究 

 現在、インターネット技術の世界標準を決める機関である IETF(Internet Engineering 

Task Force)において標準化に向けた検討が急速に進んでいるラベルスイッチ技術に関する

先駆的な 研究開発を行った。 ラベルスイッチ技術は、高速大容量かつ高機能なパケット

交換を効率的に実現することができる技術である。 1994 年に、ATM フォーラムおよび

IETF への提案を行ったが、当時は、技術の必要性と有効性の認識度が必ずしも高くなかっ

た。 約 1 年後、米国のベンチャー企業が製品化したことにより、その技術の有効性が認識

敷居されるようになった。  当初より、ラベルスイッチ技術と ATM システムとの融合する

ためのアーキテクチャに関する得る研究開発を行っており、インターネットシステムと

ATM システムとの融合にも貢献した。 現在も、ラベルスイッチ技術の標準化は進行中で

あり、積極的な技術貢献を続けている。  ラベルスイッチ技術を適用したシステムの提案

が現在数多く行われている。 1998 年 12 月には、慶応大学、大阪大学 、広島大学、九州

工業大学、サイバー関西プロジェクト、東芝による、次世代ラベルスイッチ技術の共同研

究開発ならびに広域実証実験プロジェクトの確立に中心的な役割を果たした。 また、

MPLS-JAPAN の設立、次世代 IX 研究会の設立などを通じて、ラベルスイッチ技術の新し

い応用や実運用システムへの導入と展開を推進している。  

 

 

4 大規模なリライアブルマルチキャスト技術の研究 

 次世代のインターネットが必要とする 誤りのない大規模マルチキャストに関する先駆

的な研究を行った。 現在のインターネットにおけるマルチキャストは、低速な音声および

動画であり、本質的に、すべての受信者が誤りのないデータを受信することはできない。 次

世代のインターネットアプリケーションとして、誤りのないマルチキャストの実現が急務

となってきた。  誤りのない大規模マルチキャストに関する研究は、1994 年頃から本格的

に着手された。 誤りのない大規模マルチキャストを実現するためのシステムアーキテクチ

ャの研究を行った。  特に、大規模マルチキャストにおける技術的な問題点を明らかにし、

前方誤り制御技術の必要性を提案した。 前方誤り制御に関しては、海外の研究者(米国およ

び独国)とのインターネットを有効に利用した共同研究も行った。  誤りのない大規模マル



 12

チキャストの実現には、前方誤り制御技術の適用がきわめて有効であることは、最近、IETF

においても認識され、標準化技術として検討が開始されようとしている。 前方誤り制御は、

ATM システムへの応用も検討し、ATM フォーラムへの技術提案も行った。 

 

 

5 次世代インターネットプロトコル IPv6 技術の研究 

 次世代インターネットプロトコルとして、1990 年初頭から検討されてきた IP バージョ

ン 6 (IPv6; IP version 6)技術に関する研究開発を行ってきた。 特に、1998 年 4 月には、7

企業(IIJ、日本電気、富士通、日立製作所、東芝、横河電気、横河ディジタルコンピュータ) 

3 大学(慶応大学、大阪大学 、北陸先端大学)のコンソーシアム形態による IPv6 基本ソフト

ウェア(for BSD UNIX)の研究開発プロジェクト(KAME プロジェクト)の確立に中心的な役

割を果たした。 さらに、IPv6 技術の評価(横河電気と東京大学との共同研究)に関するプロ

ジェクト(TAHI プロジェクト)も同時期に立ち上げた。 2000 年には、USAGI プロジェク

トを立ち上げ、コンソーシアム形態による IPv6 基本ソフトウェア(for Linux)の研究開発プ

ロジェクト(KAME プロジェクト)の確立においても中心的な役割を果たした。  さらに、

IPv6 技術に関する、国際的な 学術ネットワークの構築・運用に参画しており、国内外の

IPv6 テストベッド(JB プロジェクトネットワーク)の拡充にも貢献している。 その他、モ

バイル技術に関する Nautilus プロジェクト、情報家電やファシリティーネットワークにお

ける安全性の実現とプラグアンドプレイ技術に関する TACA プロジェクトなどのプロジェ

クトリーダを務め、IPv6 技術をもとにした高機能の実現に向けた研究開発を推進している。  

 

 

6 標準化に関する業績 

(1) ラベルスイッチ技術に関する標準化に関する業績 

  IETF におけるラベルスイッチ技術の標準化に関して、ラベルスイッチ技術の先駆的な研

究開発から、標準化の段階まで関与した。  

  1995 年 4 月   IETF において COLIP(Connection Oriented and Connection Less 

                over IP) BoF (Birds of Feather)セッション開催  

                (*)東京工業大学 大田助手 との共同チェア 

  1997 年 2 月   RFC2098 （CSR アーキテクチャ概要） 発行  

  1997 年 4 月   RFC2129  (FANP 仕様) 発行  

  1997 年 3 月～  IETF MPLS-WG において、活発に活動中   

 

(注)  

  IETF; Internet Engineering Task Force  

  MPLS-WG;  Milti-Protocol Label Switching Working Group   
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  BoF; Birds of Feather  

  Colip; Connection Oriented and connectionLess over IP   

 

(2) ATM フォーラムにおける誤り制御技術の標準化に関する業績  

 ATM フォーラムにおいて、誤りのない大規模マルチキャストの実現のために必要となる

前方誤り制御技術に関する標準化を進める活動を展開した。  

    1995 年 10 月～1996 年２月  

              ATM フォーラムにおいて、FEC-SSCS(ATM 上での前方誤り訂正 

              技術)に関する、BoF セッションを開催  

              (*)MCI 社 Dwight 氏、NSC 社 Guha 氏、Karlshehe 大 Carle 氏 

                との共同主催   

 

(3)IPv6 フォーラムにおける IPv6 検証技術の標準化に関する業績  

  IPv6 技術の確立と普及を目指すコンソーシアムである IPv6 フォーラムの中に、IPv6 

Ready Logo Committee を創設し、IPv6 対応のネットワーク機器の実装評価検証を行うた

めの標準技術仕様と相互接続性の確認に必要な評価手法仕様の策定を推進した(現在も継続

中)。 IPv6 機器の実装に関する参照ガイドラインとして、IPv6 技術の実装品質の向上に大

きな貢献を行った。  

 

 

7 WIDE プロジェクト運営に関する業績   

 1998 年 6 月より、インターネット技術に関する産官民の共同研究開発プロジェクトであ

るWIDEプロジェクト(代表：慶應大学 村井教授)の運営協議委員(ボードメンバー)として、 

WIDE プロジェクトの運営管理に貢献している。 WIDE プロジェクトは、先進的な研究開

発を企業との共同研究などさまざまな形態で推進し、これを、国際的なインターネットと

も相互接続した広域実験テストベッドにおいて実証実験を行っている。 WIDE プロジェク

トにおける研究開発活動および国際的協調活動に関して、積極的な貢献を行っている。 ラ

ベルスイッチ技術、IPv6 技術、マルチキャスト技術、の研究開発グループの運営など貢献

している。  
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     (主な論文リスト) 

 

論文リストの概要 

1. 査読論文 : 31 本 

単独論文： 0 本、 共著筆頭論文： 5 本、 共著論文： 26 本  

指導学生が筆頭の論文： 5 本 ([18]、[23]、[27]、[29]、[31]) 

2. 解説論文等 ： 8 本 

単独論文： 3 本、 共著筆頭論文： 3 本、 共著論文： 2 本  

3. 国際学会 ： 33 本 

単独論文： 9 本、 共著筆頭論文： 5 本、 共著論文： 19 本  

指導学生が筆頭の論文： 1 本 ([30]) 

4. IETF RFC(標準化仕様) ： 3 本(すべて共著) 

5. IETF Internet-Draft(標準化寄書) ： 8 本(筆頭共著；1 本) 

 

 

最近 5年間の論文概要 

1. 査読論文 : 19 本 

単独論文： 0 本、 共著筆頭論文： 0 本、 共著論文： 19 本  

指導学生が筆頭の論文： 4 本 ([23]、[27]、[29]、[31]) 

2. 解説論文等 ： 5 本 

単独論文： 2 本、 共著筆頭論文： 1 本、 共著論文： 2 本  

3. 国際学会 ： 11 本 

単独論文： 2 本、 共著筆頭論文： 1 本、 共著論文： 8 本  

指導学生が筆頭の論文： 1 本 ([30]) 
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